
 

令和元年度の博物館の状況について(下期)  

 

１．来館者数の動向について 

  来館者数(10 月～1月）  438,857 人   （前年同期比 36,046 人増加） 

倶楽部 LBM（年間パスポート）会員数  10,298 人（1月末） 

 

＊来観者状況の分析と今後の方針 

 リニューアル前後の変化 

  ・8月の総数は 2016 年夏（第 1期リニューアルオープン）以外、大きな変化なし 

   約 8 万人／月 ＝ 2700 人／日 → 快適に観る環境としては飽和に近い 

  ・リニューアル後は 8月以外の全期間で底上げがみられる。→ 人気が定着 

 今後の努力の方向 

・4－6月、10－11 月に個人利用者が増加するように努力したい 

・一般団体の減少 → 大人の個人利用者を開拓（大人こそ楽しい博物館） 

 

 
 

資料１ 



２．主な活動・行事 

 ２－１．展示 

 （１）企画展示 

  ①「海を忘れたサケ －ビワマスの謎に迫る－」(7/20－11/24) 

    入場者数 42,478 人 

     企画展関連シンポジウム 

「ビワマスとその仲間たちをもっと身近に」(9/14) 83 名参加 

②水族企画展示 「ビワマスと仲間たち」(7/20－ 11/24) 

 

（２）ギャラリー展示  博物館以外の団体による展示が 2件 

   ①「統計グラフコンクール優秀作品展」(1/2－1/13)   

    主催：滋賀県統計課 共催：琵琶湖博物館 

    展示内容：入賞作品 31 点を展示。最終日に統計クイズラリーを実施 

   ②「トンボ 100 大作戦～滋賀のトンボを救え ～」（1/19～2/16)   

    主催：生物多様性びわ湖ネットワーク（旭化成㈱、旭化成住工㈱、 

オムロン㈱、積水化学工業㈱、積水樹脂㈱、ダイハツ工業㈱、 

㈱ダイフク、ヤンマー㈱） 

    共催：琵琶湖博物館 

    展示内容   

     ・8企業の"推しトンボ"と保全活動パネル 

     ・滋賀県に生息が確認されている 100 種のトンボ図鑑 

     ・トンボの標本と採集道具 

     ・トンボ調査や観察会の動画上映 

     ・記念撮影コーナー                                   

     最終日にネットワークメンバーによる交流を実施。当日の様子→参考資料１ 

 

 （３）トピック展示・常設展示の更新等 

   ①A 展示室 

「鉱物・化石のよもやま話」(9/15～11/24) 

   ②B 展示室 

「江戸時代の風景－琵琶湖真景図をよむ」(9/14～10/20) 

  「収蔵庫をのぞいてみよう！ザ・ファイナル」(10/22～11/24) 

 ③A・B展示室クロージングイベント(9/14～11/24) 

 学芸員が語るＡ展示室・Ｂ展示のひみつマップの配布(9/14～11/24) 

    A 展示室見納めツアー（10/27）  67 名 

 B 展示室ツアー「〇〇をさがせ！ 絵解きで見る瀬田の唐橋」(11/4) 18 名 

    B 展示室見納めツアー(10/16,17) 59 名 

   ④ディスカバリールーム  イベント 6件                     

「森のにおいをさがそう！」(11/23)「はたきをつくろう！」(12/21) 

「森の宝物をさがそう！」(1/12)「ジュズダマでお手玉を作ろう！」(1/18) 



「節分☆鬼のお面をつくろう！」(1/28～2/2) 

「おひなさまをつくろう！」(2/26～3/3) 

    ⑤アトリウム 

  2020 干支展「ねずみ！子！ネズミ！！」(1/2～1/19) 

 ⑥その他 

  常盤小学校 3年生がリニューアル工事中の B展示室と収蔵庫を見学（1/15) 

  

 （４）他館との連携 

   野洲市歴史民俗博物館秋期企画展「人と魚の歴史学」（10/5～11/24）共催 

    出展：近江国琵琶湖淡水魚絵巻 1巻 など 8件 

       関連記念講演会（全４回）も担当 

   ①10/5「俳諧(はいかい)・俳句にあらわれた近江の魚たち」篠原 徹氏 

   ②10/19「なれずしの中から飛躍したふなずし」橋本道範 

      ③10/26「江戸時代の絵画から琵琶湖の魚を読みとく－湖魚奇観や湖中産物図証 

    の魚たち－」 金尾滋史 

   ④11/23「ＤＮＡからみた琵琶湖の魚たちの歴史－湖魚奇観の魚を中心に－」 

        田畑諒一 

 

 

バイカルアザラシ「マリ」の死亡について 

第 1期リニューアルの際に、世界最大・最古の古代湖バイカル湖の固有種のシ

ンボルとしてお目見えしたバイカルアザラシの「マリ」が 12 月 3日に亡くなり

ました。今年になってマリは妊娠が確認されており、2世の誕生に期待しながら

見守っていましたが、残念ながらそれが体に負担となってしまったようです。 

 マリが亡くなったのは悲しいことですが、その死を無駄にしないためにも、今

回の経験を今後の飼育方法の改良のために活かしていきたいと考えています。 

 

 

２－２．その他イベント等（共催含む） 

 ① アトリウムコンサート (12 月７日、14日、15 日、21 日) 計 4回 

② びわ博フェス(11 月 19 日、20日) 

 ③ 淡海こどもエコクラブ活動交流会(12/8) 

 ④ 第 10 回 琵琶湖地域の水田生物研究会(12/15)        参考資料２ 

    主催：琵琶湖博物館 

    共催：近江地域学会生きもの豊かな農村づくり研究会・ 

       日本生態学会近畿地区会 

   参加者約 145 名 

⑤ 第 30 回地球研セミナー 

 『楽しさ』がつなぐ森里川湖 ～身近な環境 守る楽しみ つながる喜び（12/22） 



   主催：総合地球環境学研究所 

   共催：琵琶湖博物館、湖南流域環境保全協議会 

   参加者約 70 名 

 

２－３．交流  （1月末現在） 

（１） フィールドレポーター 登録 207 名  

夏のセミ調査、秋のトンボの調査、近江の食調査 

  （２）はしかけ       登録 403 名 26 グループ     参考資料３ 

  （３）地域連携 108 件 (館内 56件、館外 52 件)  

  （４）学校団体来館者数 526 校、39,928 人         

  （５）学校団体体験実施数 85 校、6,776 人 

  （６）別館利用者(予約のみ) 126 団体、6,626 人 

 

 【トピック】 

  はしかけ「梁山泊」所属の滋賀県立米原高等学校地学部が全日本学生科学賞の 

  環境大臣賞を受賞しました                  参考資料４ 

  はしかけ「うおの会」が 2019 年度水環境文化賞を受賞 

 

２－４．環境学習センター 

  相談件数  258 件  (１月末現在) 

  環境学習メールマガジン「そよかぜ」の発行 

   発行回数 22 回 登録者数 1,070 人 （2 月末現在) 

  行事等 

 企業ビオトープを使った環境学習活動者交流会(2/27)(⇒延期) 

 第 3 回びわ博学生ミーティング(3/10) 

 

 【トピック】 

     こどもエコクラブ全国フェスティバルで滋賀県のクラブが受賞しました   

    壁新聞幼児部門：草津市立常盤幼稚園           参考資料５ 

絵日記部門：守山市立速野小学校 2年生   

 

２―５．資料収集・整理・活用 

資料整理点数(1/31 現在) 

   地学：1,676 点、植物：705 点、昆虫（乾燥）：3,865 点 

昆虫（液浸）：239 点、貝類：252 点、魚類：861 点、 

鳥類：20点、哺乳類：20 点          合計：7,638 点 

                    （参考：平成 31 年度 7,574 点） 

２－６．研究 

 研究成果発信 

   研究セミナー（毎月 1回開催）５回／14タイトル 



   原著論文 12 件、専門分野の著述 6件、一般向け 25件 

   学会・研究会等発表 34 件、その他講演等 5件、 

新聞連載 ４紙 

  京都新聞「おうみ漁具図鑑」、中日新聞「湖岸より」 

  産経新聞「琵琶湖の魚たち」、毎日新聞「びわ博こだわりの展示の裏話」 

ブックレット 10 『琵琶湖のまわりの昆虫―地域の人びとと探る―』発刊 

  新琵琶湖学セミナー 

   「うつり変わる湖の生き物と DNA から探る進化の歴史」(1/25) 71 名 

   「うつり変わる湖と大地の震え」(2/22)  59 名 

   「うつり変わる気候と森」(3/28) 

 

 【トピック】 

  ヨシ原で作られる花粉量を日本で初めて解明          参考資料 6 

  千葉セクション 提言書に里口保文総括学芸員が参加 

 

２－７．広報・営業活動 

    企業・団体への営業活動  リニューアルに対するご支援   

    寄付金 158 件 109.248 千円  平成 27 年度～令和元年度１月累計 

     リニューアルサポーター 158 社 

メンバーシップ     141 社 

水槽サポーター     151 社 

キャンパスメンバーズ   3 大学 

樹冠トレイルサポーター  7 社 

    企業交流会開催(11/8) 参加 40 社・団体  

 個人向け琵琶湖博物館グランドオープン寄付金募集キャンペーン（2/22～） 

  

 【企業 CSR 連携関係のトピック】 

   ①生物多様性日本アワード（国内賞）イオン財団 

   「ヨシでびわ湖を守るリエデンプロジェクト」でコクヨ工業がグランプリ受賞 

      ＊130 団体が参加する、ヨシでびわ湖を守るネットワークを主宰 

       琵琶湖博物館は同ネットワークや県琵琶湖保全再生課と共同でヨシ刈 

       の CO2削減貢献の推定方法を開発中 

   ②おおさか環境賞 大阪府  ダイハツ工業が環境学習等の活動で受賞 

      （琵琶湖博物館は協働賞） 

     

２－８．その他 

自動発券システムの導入(2/22～) 

  敷地内全面禁煙(1/1～) 

バスチケットの配布キャンペーン(10/26～3/31) 

  



参考資料 1  ギャラリー展示 トンボ 100 大作戦 の展示室の様子 

 最終日はクイズラリーが行われ大勢の家族連れが参加しました。 

 

 



参考資料２  第 10 回琵琶湖地域の水田生物研究会 チラシ 

 

 

  



 

 

 

 



参考資料 4 米原高校地学部の環境大臣賞受賞について 

（１）受賞した研究ポスター 

 
 

 

 



 

参考資料 4（続き） 

 日本学生科学賞環境大臣賞を受賞した米原高校地学部の研究について 

大塚泰介 

 

 滋賀県立米原高校地学部は、化石研究で長年の実績がある伝統の部活です。2016 年

頃からはこれまで行ってきた動物・植物の化石から、肉眼では見えない小さな化石―

微化石へと研究の中心を移しています。最初は花粉分析に取り組み、当館の林竜馬の

ところに指導を受けに来ていました。2017 年冬から珪藻化石の研究も始め、これは大

塚泰介のところで指導を受けています。そして琵琶湖博物館で 2018 年にはしかけグ

ループ「琵琶湖梁山泊」を立ち上げると、これに部ぐるみで加入し、坂本大介先生

（琵琶湖梁山泊代表でもある）の指導の下、上記 2 名に里口保文を加えた 3 名のアド

ヴァイスを受けながら研究を続けてきました。 

 ここ 2 年ほど、米原高校地学部では姉川周辺に見られる湖成層、小泉層の古環境復

元を主な研究課題としています。かつては 5,000 年ほど前に存在した姉川の堰止湖と

されていたのですが、米原高校の研究により、少なくとも 1 万年あまり前と 4 万年あ

まり前（こちらは多少、推定年代に誤差あり）の 2 回、それぞれ異なる場所でせき止

められた堰止湖が存在していたことが明らかになってきました。また、詳細な珪藻分

析の結果から、いずれの湖も水質がアルカリ性寄りの中～富栄養湖で、しかも深い湖

（プランクトン性の珪藻ばかりが出る）から浅い湖（水草付着性や堆積物表生性の珪

藻を多く含む）への変化の記録が堆積物に残されていることが明らかになりました。 

 この一連の成果をポスターにまとめて 2019 年日本学生科学賞の県展に出品したと

ころ、高校部門の最優秀を獲得しました。そして昨年 12 月 22 日・23 日に行われた最

終審査で環境大臣賞を獲得しました。これは内閣総理大臣賞に次ぎ、文部科学大臣賞

（2 件）および科学技術政策担当大臣賞と並ぶ、全国 2 位タイ相当の賞です。 

 この研究は、特に珪藻の同定計数とその生態の解釈という点で極めて完成度が高

く、また米原高校地学部が自らとってきた研究費による 14C 年代の測定や花粉分析の

結果も揃うなどバックグラウンドデータも豊富です。私は珪藻学会誌 Diatom の編集

委員長を務めたことがありますが、その経験から今回の研究は学術論文が 2 本くらい

書ける内容を備えていると考えています。 

 なお高校の部の上位入賞者は、毎年 5 月に米国で開催される世界最大の学生科学コ

ンテストである国際学生科学技術フェア（ISEF）に派遣されることになっているので

すが、今回、米原高校地学部は多人数の連名での受賞だったため、派遣対象とはなり

ませんでした。日本学生科学賞の最終審査で自らを「珪藻の伝道師」と名乗り、審査

員の度肝を抜いたという島津・古川両名のプレゼンが、世界の舞台に立つことがなか

ったのはちょっと残念です。 

 

 

 

 



参考資料 5  

 

 

 

資料提供 

（県政・南部同時） 

 

 

 

                                                

淡海こどもエコクラブが全国エコ活コンクールで 

滋賀県初の２部門受賞！ 

（公財）日本環境協会 こどもエコクラブ全国事務局主催の全国エコ活コンクールで、淡海こどもエコク

ラブの「速野小学校 2 年生」の長嶋美怜さんが絵日記部門「優秀賞」を、「草津市立常盤幼稚園」が壁新

聞幼児部門「ミールケア・エコまる賞」を受賞しました。 

こどもエコクラブ全国フェスティバル 2020（3 月 21 日開催）で表彰されます。 

 

こどもエコクラブホームページ 

http://www.j-ecoclub.jp/ 

 

「速野小学校2年生」長嶋美怜さんと「草津市常盤幼稚園」の作品は、昨年12月 8日に琵琶湖博物館

で開催された「淡海こどもエコクラブ活動交流会※」の審査を経て、全国エコ活コンクールにエントリーし、

今回の受賞となりました。 

琵琶湖博物館 環境学習センターは、こどもエコクラブの滋賀県事務局として、子どもたちの環境学習

をこれからも応援していきます。 

※ 淡海こどもエコクラブ活動交流会は 公益財団 平和堂財団の助成を受けて実施しています。 

 



参考資料 6 ヨシ原の花粉量を解明 

 

 

 

資料提供 
（教育・南部同時）      
 
 
 
 
 

滋賀県立琵琶湖博物館 

西の湖のフィールド調査からヨシ原でつくられる花粉量を
日本ではじめて解明しました！ 

 

滋賀県立琵琶湖博物館の林 竜馬主任学芸員を中心とした研究グループ

が、現存する琵琶湖の内湖では最大の面積を誇り、ラムサール条約湿地に

も登録されている西の湖において、周辺に分布するヨシ群落（ヨシ原）で

つくられる花粉量を解明しました。 

 

●林主任学芸員らは、西の湖において花粉の生産量を調査した結果、1haの

ヨシ原で9.34×1012 粒（約9兆粒）の花粉が1年間で生産されているこ

とをつきとめました。 

●このヨシ原での花粉生産量は、これまでに報告されている他のイネ科草本

の花粉生産量と近い値であり、樹木の花粉生産量と比べても同等あるいは

やや高い値であることが示されました。 

●この研究は、ヨシ原で1年間につくられる花粉の生産量について、日本で

はじめて解明したものであり、研究の成果は、イネ科草本植物の花粉生産

量を推定するための重要な基礎データとなります。 

●さらに、花粉の化石から過去の草地景観を定量的に復元する上でも不可欠

な情報として、国際的にも貴重な成果になると考えられます。 
 

 

提 供 日：令和元年（2019年）12月24日（火）                          
部 局：琵琶湖環境部 
所 属：滋賀県立琵琶湖博物館 
担 当：林 竜馬 
電 話：077-568-4811 
E-mail：info@biwahaku.jp 
 

開花期の西の湖ヨシ原のようす（2017年9月 25日撮影） 


